
＜目の下のくまの種類＞
人の皮膚の厚さは場所によってさまざまです。ほとんどの部分が1.5㎜～2㎜くらいです。
その中でも目の下の皮膚は0.6㎜ととても薄く、卵の薄皮と同じくらいです。

※タカミクリニックでは患者様の症状に合った治療方法をご案内しています。
症状によっては組み合わせの治療が必要な場合もあります。

■青クマ
［ 原 因 ］血行不良・睡眠不足・PC作業による疲れで目の周りに集まる毛細血管

が透けて見えている状態。

［ 施 術 ］テノール＋タカミクリニック式メソフェイシャル

■黒（影）クマ　②（目の下の脂肪）
［ 原 因 ］眼球を支える靭帯や目の周りの皮膚や筋肉などが衰えて、眼球を支え

ている下まぶたの脂肪が前にせり出してしまう。

［ 施 術 ］眼窩脂肪溶解注射
※併用治療を行う場合があります。

■黒（影）クマ　①（目の下の痩せ）
［ 原 因 ］たるみ、痩せ、筋肉の衰えにより目元がくぼみやすくなり影になる。

［ 施 術 ］ヒアルロン酸注入
※併用治療を行う場合があります。

■茶クマ
［ 原 因 ］色素沈着・摩擦（こする刺激）で起こりやすい。他の部分に比べて目の下は

皮脂や汗を出す腺の数が少なく角質も薄いことから乾燥しやすく目元の
水分が少なくなりやすい。紫外線や間違ったスキンケア方法も考えられる。

［ 施 術 ］タカミクリニック式メソフェイシャル

［自宅ケア］レチノイン酸ゲル、リバースセラム、エイジングケアクリーム


